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歳出（支出）

自主財源
 43億   793万円

（26.3％）
町が自ら確保する収入

地方交付税
69億2,510万円

（42.2％）

国税から自治体間の財政の
不均衡を調整するために
交付されるもの

依存財源
120億9,699万円

（73.7％）
国や道から交付される収入

衛生費　15億5,286万円（9.6％）
健康づくり、環境対策、病院事業への繰出金などの経費

土木費　16億1,023万円（9.9％）
道路の整備や、公営住宅などの維持管理経費

教育費　19億2,310万円（11.8％）
小中学校・幼稚園、図書館・公民館・体育館の運営、整備など
の経費

議会費その他　8億5,700万円（5.2％）
議会費、商工業の振興及び観光、労働費、災害復旧費、消防費
及び防災関係の経費

農林水産業費　26億   631万円（16.0％）
農業や林業・水産業の振興、土地改良事業などの経費

総務費　16億5,483万円（10.2％）
全体的な管理事務、企画・財政管理、地域センター等の

財産などに要する経費

民生費　20億2,516万円（12.5％）
高齢者や障がい者の生活支援、保育園運営など

福祉のための経費

公債費　18億4,560万円（11.3％）
町債（借金）返済のための経費

給与費　21億9,609万円（13.5％）
職員への給与のための経費

総額162億7,118万円

町　　税　22億9,099万円（14.0％）
住民税、固定資産税など

使用料及び手数料　2億7,084万円（1.7％）
公営住宅料、ゴミ処理手数料など

分担金及び負担金　2億7,224万円（1.7％）
給食費、事業の個人負担など

諸 収 入　7億2,868万円（4.4％）
預貯金利子、貸付金の返済金など

財産収入その他　 7億4,518万円（4.5％）
寄附金、財産収入、繰入金など

国庫支出金　17億6,107万円（10.7％）
特定の事業の財源として国から交付されるもの

道支出金　13億   130万円（7.9％）
特定の事業の財源として道から交付されるもの

町　　債　14億5,142万円（8.8％）
建設工事など金額の大きな事業を行うときに借入し、年度
を越えて返済する借金

地方譲与税等交付金　6億5,810万円（4.1％）
国に納めた税金の一部が一定のルールで交付されるもの

総額164億492万円
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   Ⅰ　平成26年度  一般会計決算状況について
  歳入決算状況について
　町の財政は、皆さんからの税金や各種手数料などの自主財源と、国から交付される地方交付税などの依存財源
で成り立っています。自主財源は、歳入全体の26.3％と低く、このうち最も基本的な収入である町税の割合は
全体の14.0％となっており、依存財源が歳入の大きな割合を占めています。
　依存財源の中でも一番多いのが地方交付税ですが、決算額で69億2,510万円となり前年度と比較して3億
9,155万円（5.4％）の減となっています。自由に使えるお金（一般財源）である地方交付税は町の財政に大き
な影響があります。

　平成26年度の決算がまとま
り、９月には町議会に決算審査
特別委員会が設置され、内容が
審議されています。
　町では、毎年６月と12月に
財政状況を公表することにして
いますが、今月号では26年度
の決算と27年度上半期の予算
執行状況をお知らせします。

私たちの町の
財政状況
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歳入（収入）

財政の状況を表す指標（地方公共団体の財政状況を表す数値です）

  健全化判断比率  平成₁₉年度決算から導入された新しい指標で、地方公共団体の総体的な財政状況を示す指標です。
●実質赤字比率　－％（黒字0.77％）
　 　標準財政規模に対する一般会計の実質収支赤字の割合を示します。
●連結実質赤字比率　－％（黒字₃₂．₀₆％）
　 　標準財政規模に対する町の会計全体での実質収支の割合を示します。
●実質公債費比率　₁₂．₃％
　 　標準財政規模に対する、借金の返済額（公債費）に加え、公営企業・広域連合・一部事務組合の借金の

繰出しを反映させた負担割合を示します。この数値が18％を超えると起債許可団体となり、町債の借入に
国の許可が必要となります。

●将来負担比率　₅₇．₆％
　 　標準財政規模に対する、将来（翌年度以降）第三セクター等への債務の負担を含めた実質的債務の割合

を示します。
　　※標準財政規模　₉₆億₃，₄₈₃万円
　　　標準的な行政活動を行うために必要な経常的な一般財源の総量をいいます。

  財 政 力 指 数　₂₅．₆％（過去３ヵ年平均）
　 　標準的な支出に対する標準的な収入の割合を示す指数で、₁₀₀％に近いほど財政力が高いとされています。

100％を上回れば、地方交付税が交付されない不交付団体となります。
  経 常 収 支 比 率　₈₄．₃％
　 　町税や国・道からの交付金などの経常的収入に対する、人件費や施設管理維持経費などの経常的支出の割合

で、この数値が低いほど収入に余裕があり財政上の柔軟性があることを示します。

歳出決算状況について
　平成26年度は主な事業として、町道・農道の整備、
災害用備蓄資材整備、公営住宅整備、消防団拠点施設整
備、上西春別中学校防音整備、上春別小学校改修等を行
いました。
　前年度と比較すると、特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業等の減により総務費で5,286千円（3.1％）の減、
災害復旧費で6,115万円（99.9％）の減となりましたが、
公営住宅整備、除雪経費の増等により土木費で9,634万
円（6.4％）、上西春別中学校防音整備、上春別小学校
改修等により教育費で５億2,148万円（37.2％）の
増となり、総額でも５億7,399万円（3.7％）の
増となりました。
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  Ⅱ　平成２6年度  特別会計・企業会計決算状況について
特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に、そのお金の流れを分かりやすくするために一般会計と区別して法律や
条例に基づいて設置します。

平成26年度  特別会計、企業会計への繰出額
　繰出とは一般会計と各特別会計、企業会計相互間において支出される経費です。
　平成26年度の一般会計からの繰出総額は、17億2,315万円となっています。

国 民 健 康 保 険

下 水 道 事 業

介護サービス事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

病 院 事 業

水 道 事 業

0億円 2億円 4億円 6億円 8億円 10億円

1億5,698万円

3億2,370万円

2億8,640万円

1億2,668万円

4,194万円

7億8,743万円

3万円

会　計　名
決　　　算　　　額

事　　　業　　　内　　　容
歳　　入 歳　　出

国 民 健 康 保 険 25億2,392万円 25億1,945万円 国民健康保険加入者が保険税を負担し合い、医
療費を賄う相互扶助の制度です。

下 水 道 事 業 6億3,327万円 6億3,323万円 特定環境保全、農業・漁業集落排水の３つの事
業により、下水道処理を行っています。

介護サービス事業 4億7,316万円 4億7,296万円 「老人保健施設」「訪問看護ステーション」の２
事業所がサービスを提供する事業です。

介 護 保 険 9億1,140万円 8億8,960万円
65歳以上の介護が必要な方と40～64歳で特定
の疾病により介護が必要と認められた方がサー
ビスを受けられる制度です。

後 期 高 齢 者 医 療 1億3,987万円 1億3,975万円 75歳以上の高齢者等を対象とする、他の健康保
険とは独立した医療保険制度です。

企業会計
　企業会計は、「独立採算制」を原則とする企業的要素が強い事業を行う場合に法律や条例に基づいて設置します。

会計名 決　　　　　算　　　　　額

病 院 事 業
収益的収入 20億8,957万円 収益的支出 21億3,942万円

資本的収入 1億1,588万円 資本的支出 1億6,975万円

水 道 事 業
収益的収入 9億9,663万円 収益的支出 7億5,791万円

資本的収入 757万円 資本的支出 4億2,262万円

※収益的収入・支出⋯企業の経常的経営活動に伴う収入と支出
※資本的収入・支出⋯施設等の建設改良に伴う収入と支出
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  Ⅲ　基金・町債の状況について
　平成26年度末における町の預貯金である基金・積立金の合計額は、65億6,904万円
となり前年度と比較し１億4,106万円の増加となっています。
　借金である町債は、216億2,671万円となり、前年度と比較し6億1,161万円減少し
ています。

  Ⅳ　一時借入金（一般会計）について
　一時借入金とは、会計年度中に支払い現金が不足した場合に、その不足を補うために借りるお金です。一時的
な資金不足を補うためのお金なので、その年度の出納閉鎖日である５月31日までに返済することになっていま
す。

　 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
年間借入累計額 13億円 13億円 14億円 12億円 14億円

借入残高最高額 13億円 13億円 12億円 12億円 14億円

　借入最高限度額※ 40億円 40億円 40億円 40億円 40億円

最 高 借 入 時 期 3月31日 3月31日 3月31日 3月31日 3月31日

３月31日 残 額 13億円 13億円 12億円 12億円 14億円

５月31日 残 額 0 0 0 0 0
※借入最高限度額：地方自治法第235条の3第２項により、予算で定められた借入残高額の最高限度額

15億円

20億円

25億円

30億円

35億円

40億円

45億円

50億円

55億円

60億円
65億円
70億円

236.8 236.5
230.4

216.2
222.4

基金の推移 町債現在高の推移

150億円

170億円

190億円

210億円

230億円

250億円
65.6

43.8

49.5

55.5

64.3

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

■ 介 護 保 険 0.6 0.8 0.8 0.8 0.8

■ 国民健康保険 0 0 0 0 0

■ 下 水 道 0 0 0 0 0

■ 水 道 8.8 9.6 10.4 11.3 12.1

■ 一 般 会 計 34.4 39.1 44.3 52.2 52.7

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

■水 道 25.4 24.1 22.8 21.5 20.1
■病 院 13.2 20.4 21.0 20.7 20.1
■介護サービス 8.3 7.8 7.3 6.7 6.3
■下 水 道 26.0 23.9 21.5 19.3 17.6
■国民健康保険 0 0 0 0 0
■一 般 会 計 163.9 160.3 157.8 154.2 152.1 
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  Ⅴ　平成27年度  上半期の予算執行状況
一般会計の執行状況について
　平成27年９月補正後の予算額は、168億5,090万円となり、平成26年度からの繰越額13億2,355万円を加え
ると、予算総額で181億7,445万円となっています。
　平成27年度の主な事業として、町道・農道の整備、中春別中学校耐震改修、上春別中学校防音整備、公営住
宅整備、災害時避難施設整備、西春別スケートリンク整備、家畜ふん尿貯留施設整備、地域子ども・子育て支援
事業、畜産環境施設整備等を実施しています。

使用料及び手数料

町　　　　　　税

分担金及び負担金

諸　　 収　　 入

寄 附 金 そ の 他

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

町　　　　　　債

地方譲与税等交付金

2億9,345万円

21億6,608万円

3億2,233万円

7億6,146万円

12億   994万円

15億9,556万円

21億8,576万円

19億5,358万円

6億8,101万円

平成27年度
上半期

収入状況
（9月30日現在）

平成27年度
上半期 

目的別支出状況
（9月30日現在）

農林水産業費
34億

6,673万円

給与費
21億

9,385万円

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

議 会 費 そ の 他

13億9,990万円

24億6,223万円

15億9,730万円

16億7,148万円

24億   353万円

17億9,446万円

11億8,498万円

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

給 与 費

議 会 費 そ の 他

4億4,975万円

7億2,746万円

6億6,175万円

4億9,586万円

　2億7,563万円

10億7,996万円

9億   270万円

10億2,566万円

5億   807万円

予算現額 支出済額

執行率
33.7％

総　額　181億7,445万円 総　額　61億2,685万円

町　　　　　　税

使用料及び手数料

分担金及び負担金

諸　　 収　　 入　

寄 附 金 そ の 他

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

町　　　　　　債

地方譲与税等交付金

12億4,085万円

1億3,959万円

5,297万円

1億6,314万円

1億2,864万円

3億1,722万円

2億3,770万円

3,290万円

3億1,668万円

地方交付税
47億

5,011万円

地方交付税
70億

530万円

予算現額 収入済額
総　額　181億7,445万円

収入率
40.6％

総　額　73億7,979万円
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特別会計・企業会計の執行状況について

財政状況の詳しい内容は、町のホームページと財政課（本庁舎2階）で公表しています。
問合せ／財政課  財政経理担当ＴＥＬ75-2111（内線2311）　　別海町ホームページ　http://betsukai.jp/

予算現額

収入済額

支出済額

各特別会計上半期予算執行状況

各企業会計上半期予算執行状況

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

病
院
事
業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

水
道
事
業

予算現額

執行済額

予算現額

執行済額96万円

9億2,041万円
23億745万円

22億1,592万円

9億2,777万円
1億870万円

1億7,949万円
8,761万円

2,000万円

10億1,838万円
4億9,037万円

7億5,618万円
3億4,440万円

4,458万円

7億5,940万円
2億6,406万円

国民健康保険

下水道事業

介護サービス
事　　　　業

介 護 保 険

後期高齢者
医　　　療

29億7,960万円

7,657万円
2億3,212万円

6,525万円
5億1,000万円

11億3,190万円
3億8,843万円
3億6,947万円

1億4,780万円
4,760万円
4,507万円

6億7,360万円

2億961万円

11億3,381万円
12億4,053万円

0 5 10 15 20 25 30億円
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